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九
州
に
お
け
る
水
車
動
力
利
用
の
残
存
形
態

平

岡

昭

利

一
、

は
じ

め

に

二
、
残

存
す

る
水

車

の
把

握

三
、
水

車
群

の
モ

ノ
グ

ラ

フ

四
、

お
わ

り

に

、

は

じ

め

に

近
年

「省

エ
ネ

ル
ギ
ー

」
が
さ
け
ば
れ
、
脱
石
油

の
水
力
や
風
力
な
ど
の
自
然

エ

ネ
ル
ギ
ー
が
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
う
ち
、
水
力

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
ー
利
用
の
歴
史
は
古
く
、
か

つ
広
範

に
利
用
さ
れ
、
と
く
に
水
車
は
作
業
機

の
動
力
と
し
て
産
業

の
発
達
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
水
車

は
明
治
中
期
以
降
の
動
力
革
命
の
進
行
で
蒸
気
力
、
さ
ら
に
は
電
力
に
駆
遂
さ
れ
た

と
さ
れ
る
が
、
地
域

に
よ

っ
て
は
動
力
革
命
以
降
、
積
極
的
に
水
車

の
導
入
を
図
り
、

多
く
が
地
域
的
な
小
規
模
動
力
と
し
て
利
用

さ
れ
な
.
そ
れ
は

『工
場
統
計
』
な
ど

の
統
計
に
現
わ
れ
な
い
動
力
と
し
て
零
細
小
規
模
な
工
場
を
支
え
る
原
動
力
で
あ

っ

た
。九

州
に
お

い
て
も
精
米
や
揚
水
利
用
の
水
車
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
後
期
の
陶
土
や

鉱
山
、
製
糖

へ
の
利
用
、
明
治
初
期
の
紡
績
、
製
糸
、
製
粉
、
さ
ら
に
は
搾
油
、
線

香
粉
、
製
茶
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
動
力
源
と
し

て
の
水
車
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
業
機

の
機
械

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
接
変
換
す
る

た
め
、

一
般

に
地
域
的
な
存
在
で
し
か
な
か

っ
た
。

だ
が
、
地
域
的
小
動
力
源
と
し
て
残
存
し
て
い
た
水
車
も
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半

か
ら
の
経
済

の
高
度
成
長
期
に
多
く
が
姿
を
消
し
、
現
在
、
稼
動
し
て
い
る
水
車
は

九
州
で
も
少
な
く
な

っ
て

い
る
。
本
稿

で
は
九
州
に
存
在
す
る
水
車
数
の
把
握
と
そ

の
実
態
に
つ
い
て
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
行
う
。

二
、
残
存
す
る
水
車
の
把
握

九
州
に
残
存
す
る
水
車
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
一第

一
表
の
如
く
に
な
る
。
合
計

一
八
三
台
の
水
車
が
何
ら
か
の
形
で
残
存
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
廃
業
や
休
止
中

の
水
車
、
ま
た
水
車
の

一
部
、
あ
る
い
は
建
物
の

一
部
が
残

っ
て
い
る
も
の
ま
で
含

め
た
合
計
で
あ
り
、
実
際
稼
動
し
て
い
る
水
車
は
、
ず

っ
と
少
な
く
な
る
。
街

の
所

々
で
見
ら
れ
る
看
板
用

・
観
光
用
の
水
車
は
含
め
て
い
な

い
。
用
途
別
に
み
る
と
精

米
専
用
水
車
が
六
〇
台

(三
四
%

)
と
最
も
多
く
、精
米
と
製
粉
兼
用
が
二
五
台
二

四
%
)、
精
米
と
他
兼
用
が
九
台
と
精
米
に
関
係
す
る
水
車
数
は
九
四
台
と
な
り
、
残

存
す
る
水
車
数
の
過
半
数
を
越
え
る
。

つ
づ

い
て
揚
水
用
四
〇
台

(
二
二
%
)、
線
香

粉
用
二
五
台

二

四
%
)
と
な
る
。
以
下
、
製
材
用
三
台
、
陶
土
用
三
台
、
搾
油
用

一
台
、
骨
粉
用
四
台
、
石
加
工
二
台
な
ど
が
あ
る
。
特
殊
な
動
力
用
と
し
て
は
唐
津

市
の
製
麺
工
程
に
お
け
る
送
風
用
水
車
、
鹿
児
島
県
加
世
田
市
や
川
辺
郡
知
覧
町
の

六
月
灯
に
催
さ
れ
る

「か
ら
く
り
人
形
」
の
操
作
動
力
用
水
車
、
鹿
屋
市
の
製
氷
用

卜刃



水
車
の
ほ
か
、
最
近
、
製
作
さ
れ
て
い
る
発

電
用
水
車

(
四
台
)
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
県
別
に
把
握
の
範
囲
で
残
存
す
る
水
車
の
特
色
を
検
討
す
る
と
、
福
岡
県

に
は
精
米
用
や
製
粉
用
の
水
車
は
少
な
く
、
揚
水
用
は
著
名
な
朝
倉
の
水
車
を
含
め

六
台
あ
る
が
、
線
香
粉
用
水
車
が

一
九
台
と
大
半
を
占
め
る
。
佐
賀
県
は
残
存
す
る

水
車
の
う
ち
、
精
米
専
用
が

一
〇
台
と
多
く
、

つ
づ

い
て
揚
水
用
、
精
米
と
他
兼
用
、

陶
土
用
と
な
る
が
、
か
つ
て
は
陶
土
用
や
製
粉
用
水
車
は
非
常
に
多
く
、
陶
土
用
水

第1表 残存する各県の用途別水車数

計(割 合)鹿児島熊 本 宮 崎大 分長 崎佐 賀福 岡

精 米

精 米 ・製 粉

精米 ・その他

製 粉

揚 水

揚水 ・その他

線 香 粉

製 材

発 電

陶 土

搾 油

骨 粉

製 氷

送 風

石 加 工

か ら く り

県 別 合 計

(注)休 止 ・廃 業の水車 も含め ている。平 岡(1981年)作 成 の表 を一部修正。

車
は
塩
田
川
や
同
水
系
の
嬉
野
川
に
、
製
粉
用
は
背
振
山
地
南
麓
の
扇
状
地

に
集
中

し
て
い
た
。
大
分
県
は
三
二
台
の
水
車

の
う
ち
、
精
米
関
係
が

一
八
台
、
揚
水
用
が

一
二
台
と
精
米
、
揚
水
の
二
種
で
大
半
を
占
め
る
。
水
車

の
分
布
は
筑
後
川
水
系
と

大
野
川
水
系
に
二
分
さ
れ
る
。
熊
本
県
は
精
米
用
水
車
が
多
く
残
存
し
、
四
二
台
の

う
ち
三
六
台
を
占
め
る
。
内
訳
は
精
米
専
用

一
七
台
、
製
粉
と
の
兼
用

一
七
台
、
そ

の
他
線
香
粉

・
揚
水
と
の
兼
用
が
そ
れ
ぞ
れ

一
台
ず
つ
あ
る
。
県
南
部
の
九
州
山
地

に
は
線
香
粉
用
水
車
が
二
台
稼
動
し
て

い
る
。
長
崎

・
宮
崎
県
に
は
残
存
す
る
水
車

は
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
鹿
児
島
県

に
は
四
三
台
の
水
車
が
存
在
す
る
が
、
う
ち
精

米
用
は
兼
用
を
含
め
て

一
九
台
、
揚
水
用
は

一
〇
台
で
あ
り
、
残
り
の
水
車
の
用
途

は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
も
の
は
骨
粉
、
か
ら
く
り
入
形
操
作
、
製
氷

用
で
、
と
く
に
骨
粉
用
水
車
は
戦
前
に
は
多
数
存
在
し
地
場
産
業

の

一
つ
で
あ

っ
た
。

な
お
、
第

一
図
の
水
車
の
分
布
に
注
目
す
る
と
、
水
車
が
あ
る
程
度
集
中
を
み
せ

て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
残
存
す
る
水
車

に
は
、
何
ら
か
の

共
通
す
る
存
在
理
由
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
水
車
の
集
中
す

る
地
域
に
は
何
ら
か
の
技
術
の
伝
承
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
具
体
的
に
は
水
車
大

工
、
あ
る

い
は
水
車
を
修
理
し
て

い
る
人
が
存
在
す
る

(し
て
い
た

)
可
能
性
が
大

き
い
も
の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
の
他
、
揚
水
水
車

の
集
中
し
て

い
る
地
域
、
大
分

県
大
野
郡
緒
方
町
、
日
田
郡
天
瀬
町
、
佐
賀
県
松
浦
郡
相
知
町
、
鹿
児
島
県
曽
於
郡

有
明
町
、
大
隅
町
な
ど
の
揚
水
水
車
は
、

い
ず
れ
も
非
常
に
よ
く
以
た
地
形
的
位
置

に
あ
り
、
揚
水
水
車

の
立
地
の
共
通
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

三
、
水
車
群
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

残
存
す
る
水
車
の
分
布
か
ら
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
九
つ
の
水
車
群
に
分
け
、
水

車
群
別
に
簡
単
な
モ
ノ
グ

ラ
フ
を
行
う
。

日

筑
後
川
水
系
水
車
群

九
州
第

一
の
河
川
、
筑
後
川
流
域
に
は
揚
水
用
や
精
米
用
水
車
が
多
く
残
存
す
る
。

一一



精米 ・製粉

精米 ・他兼用

揚水

揚水 ・他兼用

その他

兼用3種 以上

第1図 残存する水車の分布
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著
名
な
揚
水
水
車
と
し
て
知
ら
れ
る
朝
倉
の
重
連
水
車
は
、
菱
野
に
三
連
水
車
、三
島

と
久
重
に
そ
れ
ぞ
れ
二
連
水
車
が
稼
動
し
、
計
六
台
で
三
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
用

水
を
ま
か
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
揚
水
用
水
車
は
筑
後
川
上
流
の
大
分
県
天
瀬

町

向
嶋
の
玖
珠
川
に
か
か
る
竹
製
の
直
径
三
～
四
メ
ー
ト
ル
の
水
車
が
四
台
あ
り
、
九

重
町
後
野
、
寺
小
野
の
網
掛
井
路
に
も
古

い
木
製
の
水
車
が
あ
る
。

精
米
用
と
し
て
は
大
分
県
九
重
町
野
上
、
玖
珠
川
水
系
野
上
川
に
直
径
六
メ
ー
ト

ル
の
巨
大
な
水
車
が
稼
動
し
て
お
り
、
現
在
、
小
野
博
道
氏
が
精
米
業
を
営
業
さ
れ

て
い
る

(第
二
図
)。
ま
た
、
天
瀬
町
赤
岩
川

に
直
径
四
メ
ー
ト
ル
の
精
米
用
水
車
が

あ
る
が
営
業
は
止
め
て
い
る
。
ま
た
、
中
津
江
村
の
鯛
生
川
に
も
直
径
四
メ
ー
ト
ル

の
精
米
用
水
車
が

一
台
、
杖
立
川
上
流
の
熊
本
県
小
国
町
に
も
四
メ
ー
ト
ル
の
精
米

用
水
車
二
台
と
休
止
中
の
製
材
用
水
車
が
あ
る
。
そ
の
他
、
日
田
市
鈴
蓮
町
の
北
口

氏
宅
に
は

「バ

ッ
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
精
米
用
の
箱
形
水
車
が
あ
り
、
県
境
を
越
え

た
福
岡
県
宝
珠
山
村
に
も
同
形
の
水
車
が
存
在
し
て
い
る
。
発
電
用
水
車
は
九
重
町

第2図 九重町野上の精米水車

の
玖
珠
川
水
系
、
鳴
子
川
上
流
に
あ
り
、
こ
れ
は
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
経
営
者
が
電
力

確
保
の
た
め
、
昭
和
五
四
年

に
在
来
型
の
最
大
五
キ

ロ
ワ
ッ
ト
、
普
通

一
キ
ロ
ワ
ッ

ト
出
力
の
水
車
を
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

口

矢
部
川
水
系
水
車
群

こ
の
地
域
に
残
存
す
る
水
車
は
大
半
が
線
香
粉
製
造
用
で
あ
り
、
杉
や
タ
ブ
の
葉

を
乾
燥
さ
せ
た
の
ち
、
臼
に
入
れ
揚
き
線
香
粉
を
製
造
す
る
。
水
車
大
工
が
存
在
し
、

技
術
の
伝
承
が
あ
り
、
水
車
の
集
中
的
な
利
用
が
み
ら
れ
る
。
約

一
五
年
前
に
は
矢

部
川
流
域
に
は
五
〇
軒
を
越
え
る
線
香
業
者
が
お
り
、
水
車
利
用
と
電
力
利
用
と
は

ほ
ぼ
同
数
で
あ

っ
た
が
現
在
は
電
力
利
用
工
場
は
数
軒
に
減
少
、

一
方
、
水
車
利
用

工
場
は
十
数
軒
を
維
持
し
て
い
る
。
水
車
を
利
用
せ
ず
、
電
力
だ
と
二
分
の

一
の
時

間
で
粉
が
で
き
る
が
、
電
気
代
が
月
に
三
万
七
千
円
、
年
間
に
約
四
五
万
円

二

九

八
〇
年
調
査
)
か
か
り

省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
点
の
み
で
は
水
車
は
優
位
で
あ
る
。

な
お
、
水
車
の
大
き
さ
は
直
径
三
～
六
メ
ー
ト
ル
、
馬
力
五
～

一
〇
馬
力
で
あ
る
。

そ
の
他
、
矢
部
川
水
系
、
笠
原
に
発
電
用
水
車
が

一
台
、
石
川
内
の
縦
鶴
川
に
精
米

用
の
在
来
型
水
車
が
あ
る
。
揚
水
用
で
は
八
女
郡
立
花
町
南
田
に

一
台
あ
り
、
水
田

一
五
ア
ー
ル
の
水
を
ま
か
な

っ
て
い
る
。

の

背
振
山
地

・
松
浦
川
水
系
水
車
群

こ
の
地
域
に
は
揚
水
、
精
米
、
製
粉
、
送
風
用
の
水
車
が
残
存
す
る
。
揚
水
用
は

松
浦
川
水
系
厳
木
川
沿

い
の
佐
賀
県
相
知
町
町
切
に
約
三
メ
ー
ト
ル
の
水
車
が
六
台

稼
動
し
、

一
〇
枚
の
水
田
の
水
供
給
を
行
っ
て
い
る
(第
三
図
)。
筑
後
平
野
、
三
日

月
町
に
も
二
台
の
揚
水
水
車
が
残
存
す
る
。
精
米
用
は
背
振
山
地

に
多
く
、
多
久
市
、

三
瀬
村
、
七
山
村
、
浜
玉
町
に
あ
る
。
三
瀬
村
に
は
タ
ー
ビ

ン
用
が
二
台
、
直
径
四

メ
ー
ト
ル
の
木
製
水
車
が

一
台
稼
動
し
て
い
る
。
佐
賀
県
北
西
部
を
流
れ
る
玉
島
川

水
系
に
は
多
く
の
部
落
共
有
水
車
が
存
在
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
浜
玉
町
に

一
台
、

七
山
村
に
二
台
し
か
な

い
。
昭
和

二
〇
年
頃
に
は
浜
玉
町
に
は
約
三
〇
台
の
精
米
用

水
車
が
あ
り
、
そ
の
大
半
は
隣
保
班
や
組
な
ど
の
所
有
す
る
部
落
共
同
利
用
の
水
車

で
あ

っ
た
が
、
戦
時
中
の
米
穀
販
売
統
制
令
や
農
業
協
同
組
合

の
付
帯
事
業
と
し
て



の
米
穀
利
用
加
工
場
の
設
置
等
に
よ
り
、
次

々
に
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
た
。

製
粉
用
は
背
振
山
地
南
麓
の
佐
賀
県
小
城
町
に
、
今
日
で
は
休
止
中
の
精
木

・
製

麺
と
の
兼
用
水
車
が

一
台
存
在
す
る
の
み
で
は
あ
る
が
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
前
期

に
か
け
て
、
同
町
に
は
製
粉
用
水
車
が
祇
園
川
水
系
に
三
七
、
晴
木
川
水
系
に

]
六

の
合
計
五
三
台
が
稼
動
し
て
い
た
。

こ
れ
ら

の
粉
ひ
き
水
車
は

「素
麺
業
者
と
直
接

契
約
を
し
て
小
麦
粉
を
業
者
に
提
供
し
た
り
、
農
民
が
自
ら
持
参
す
る
小
麦
の
製
粉

を
行

っ
た
。
車
力
に
二
俵
て

い
ど
の
小
麦
を
積
み
、
水
車
小
屋
め
が
け
て
製
粉
に
集

る
農
民
は
、
遠
く
は
杵
島
郡
の
白
石
、
福
富
村
や
芦
刈
村
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
平

野
部
の
農
民
が
酷
暑
を
避
け
て
山
あ
い
の
涼

し
い
水
車
小
屋
で
ひ
と
時
を
過
ご
す
と

い
う
楽
し
み
も
あ

っ
た
..
こ
と
に
夏
は
夕
刻

か
ら
夜
半
に
か
け
て
の
製
粉
で
に
ぎ
わ

っ
た
」
と
い
う
.、
砂
質
土
壌
地
域
の
良
質
な
小
麦
生
産
と
粉
ひ
き
水
車

の
結
び

つ
き

に
よ
り
小
城
の
麦
麺
製
造
は
発
展
し
た
が
、

そ
の
後
、
機
械
製
粉
に
押
さ
れ
、
粉
ひ

き
水
車
は
急
速
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

第3図 相知町の揚水水車

四

塩
田
水
系
水
車
群

今
日

、
佐
賀
県
塩
田
町
、
嬉
野
町
、
鹿
島
市
に
は
精
米
用
や
揚
水
用
、
廃
業

の
陶

土
用
水
車
が
残
存
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
多
数
の
陶
土
用
水
車
群
が

見
ら
れ
た
。
塩
田
川
中
流

の
塩
田
は
水
運
と
陸
路
の
交
差
点
に
位
置
し
、
河
川
遡
行

の
終
点
、
河
港
と
し
て
天
草
産
の
陶
石
の
陸
揚
地
で
あ
り
、
塩
田
か
ら
嬉
野
に
か
け

て
は
陶
石
粉
砕
用
の
水
車
工
場
が
所
狭
し
と
立
地
し
て
い
た
。
直
径
四
～
九
メ
ー
ト

ル
と
い
う
巨
大
な
水
車
の
動
力
に
よ
り
、
陶
土
化
さ
れ
た
製
品
は
有
田
や
伊
万
里
に

出
荷
さ
れ
た
。
陶
土
用
水
車
は
明
治
四

一
年

に
は
藤
津
郡
全
体
で
約
六
五
台
あ

っ
た

が
、

現
在
は
残
が
い
を
呈
す
る
水
車
し
か
な
い
・
し
か
し
・
昭
和
三
〇
年
代
後
半
ま

で
は
塩
田
、
嬉
野
二
町
で
直
径
九
メ
ー
ト

ル
が

一
台
、
八
メ
ー
ト
ル
が
四
台
と
巨
大

水
車
を
含
め
て
約
三
〇
～
四
〇
台
の
水
車
が
あ
り
、
昭
和
五
〇
年
頃
に
は
ま
だ
四
～

五
台
が
稼
動
し
て
い
た
。

両

大
野
川
水
系
水
車
群

大
分
県
の
大
野
川
水
系

に
は
揚
水
用
や
精
米
用
水
車
が
存
在
し
て
い
る
。
揚
水
用

は
緒
方
町
に
多
く
、
緒
方
井
路
の
下
自
在
に
三
台
、
上
自
在
に

一
台
、
周
辺
地
域

に

二
台
が
稼
動
し
て
い
る
。
下
自
在
の
水
車
は
鉄
製
で
あ
る
が
古
く
は
木
製
で
あ

っ
た
。

水
は
水
車
に
取
り
付
け
ら
れ
た
缶

に
よ

っ
て
汲
み
上
げ
ら
れ
、
水
受
か
ら
サ
イ

フ
ォ

ン
に
注
が
れ
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
高
さ
が
高

い
ほ
ど
広

い
面
積

の
水
田
の
用
水
を
ま
か

な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
緒
方
井
路
の
四
台
の
水
車
の
か
ん
が

い
面
積
の
合
計
は
、

お
よ
そ
六
反
三
畝
で
あ
る
。

精
米
用
水
車
は
竹
田
市
に
多
く
現
存
す
る
。
竹
田
市
上
坂
田
、
稲
葉
川
上
流
の
本

田
末
光
氏
宅
の
精
米
水
車
は

「金
崎
式
タ
ー
ビ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
約

一
メ
ー
ト
ル
の

鉄
製
で
、
高
速
で
回
転
し
、
出
力
は
五
馬
力
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
水
使
用
料
は

一

九
八
〇
年
の
調
査
時
で
年
聞
六
千
円
程
度
で
あ
る
が
、
電
気
だ
と
月
に

一
・
五
万
円
、

年
間

一
八
万
円
か
か
り
、
そ
れ
だ
け
コ
ス
ト

・
ダ
ウ
ン
が
可
能
と
い
わ
れ
る
。
同
様

な
水
車
は
本
田
氏
宅
の
下
隣
り
に
も
、
ま
た
水
系
は
異
な
る
が
直
入
郡
直
入
町
長
湯
、

榎
田
井
路
に
も
現
存
し
て
い
る
。



内

阿
蘇
外
輪
山
南
西
地
域
水
車
群

こ
の
地
域
の
白
川

・
緑
川

・
菊
池
川
水
系
に
は
多
く
の
水
車
が
現
存
し
て
い
る
。

と
く
に
白
川
水
系
の
熊
本
県
大
津
町
お
よ
び

そ
の
周
辺
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
大

津
町
に
は
精
米
や
製
粉
、
製
材
用
水
車
七
台

が
現
存
す
る
が
、
そ
の
う
ち
特
筆
す
べ

き
は
大
田
黒
製
材
所
や
大
塚
精
米

・
製
粉
所
の
水
車
で
あ
る
。
直
径
こ
そ
三
～
四
メ

ー
ト
ル
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な

い
が
、
幅
が
二
メ
ー
ト
ル
位
で
重
量
感
が
あ
り
、

曲豆
富
な
水
量
を
受
け
力
強
く
稼
動
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
精
米
用
水
車
は
西
原
村
に

三
台
、
菊
池
市

に
二
台
、
旭
志
村
に
三
台
が
存
在
す
る
が
、
大
き
な
も
の
は
西
原
村
、

袴
野

(直
径
五

・
六
メ
ー
ト
ル
)
や
菊
池
市
木
庭

(直
径
五

・
三
メ
ー
ト
ル
)
の
水

第4図 菊池市木庭の精米水車

車
で
あ
る

(第
四
図
)。

阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
内
の
久
木
野
村
、
山口同
森
町
、
蘇
陽
町
に

も
精
米
水
車
が
あ
る
。
緑
川
上
流
の
矢
部
町
に
は
現
存
の
水
車
は
三
台
し
か
な
い

が
、
昭
和
二
〇
年
代
に
は
約
五
〇
台
の
水
車
が
稼
動
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
部
落
共

有
水
車
で
あ

っ
た
。

㈹

霧
島
山
麓
地
域
水
車
群

霧
島
山
麓
に
は
精
米
水
車
が
多
く
残
存
し
て
い
る
。
鹿
児
島
県
牧
園
町
に
は
精
米

用
タ
ー
ビ

ン
水
車
が
四
台
、
吉
松
町
に

一
台
あ
る
。
古
く
は
直
径
三
メ
ー
ト
ル
程
度
、

三
馬
力
の
木
製
水
車
で
あ

っ
た
が
、
二
五
年
く
ら

い
前

に
タ
ー
ビ

ン
水
車
に
切
り
替

え
て
い
る
。
用
水
路
か
ら
二
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
導
水
管
を
ひ
き
、
四
～
五
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
か
ら
水
を
落
下
さ
せ
、
八
馬
力
程
度
の
出
力
を
得
て
い
る
。
そ
の
他
、

霧
島
町
に
は
直
径
三
メ
ー
ト
ル
の
精
米
用
水
車
が
存
在
す
る
が
、
現
在
は
電
気

に
切

り
替
え
ら
れ
た
。

囚

薩
摩
半
島
北
西
地
域
水
車
群

鹿
児
島
県
日
置
郡
を
流
れ
る
大
里
川

・
江
口
川

・
神
之
川
の
流
域
に
は
、
か

つ
て

多
数
の
水
車
が
存
在
し
た
。
特
徴

的
な
用
途

は
骨
粉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
河

川
が

台
地
か
ら
平
地
に
出
る
場
所
に
あ
り
、
「基
盤
岩
が
露
出
し
、
滝

・
急
濡
を

つ
く
り
、

古
く
か
ら
灌
漑

用
水
路
の
取
水
口
の
井
堰
設
置
場
所
と
な
り
、
落
差
を
利
用
し
た
精

米

・
骨
粉
製
造
の
水
車

の
立
地
点
」
と
な

っ
た
。
江
口
川
流
域
に
は
七
ヵ
所
、
大
里

川
流
域
に
は
四
ヵ
所
、
神
之
川
流
域
に
は
六
ヵ
所
の
水
車
場
が
あ

っ
た
が
、
現
在
は

江
口
川
に
三
ヵ
所
、
大
里
川
に

一
ヵ
所
、
神
之
川
の
四
ヵ
所
に
放
置
さ
れ
た
水
車
が

あ
る
だ
け
で
あ
る
。
江
口
川
下
流
の
骨
粉
水
車
は
地
元
で
は

「上
床
の
水
車
」
と
呼

ば
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
段
丘
上
に
三
台
あ

っ
た
と
い
う
。
も

っ
と
も

古

い
水
車
は
明
治

一
七
年

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
電
力
利
用
の
肥
料
工
場

と
な

っ
て
お
り
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル
、

一
五
馬
力
と
い
う
巨
大
な
水
車
は
工
場
内

に

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
里
川
下
流
の
湯
之
元
温
泉
近
く
に
あ
る
水
車

は
、
特
徴
の
あ
る
水
平
型
水
車
で
、
大
滝
の
そ
ば
に
あ
り
、
滝
の
落
差
を
利
用
し
て

水
を
ひ
い
て
い
る
。
水
平
方
向
に
回
転
す
る
タ
ー
ビ

ン
水
車
は
ベ
ル
ト
に
よ

っ
て
砕



骨
機
に
連
動
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
水
車
は
生
骨
粉
を
長
く
製
造
し
て
い
た
が
、
お
よ

そ

一
〇
年
前
に
止
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
骨
粉
水
車
は
、
戦
前
に
は
鹿
児
島
県
内
に

五
〇
台
以
上
あ

っ
た
と

い
わ
れ
、
と
く
に
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
骨
粉
業

が
盛
ん
で
あ
り
、
原
料
の
獣
骨
の
輸
入
額
が

鹿
児
島
港
の
輸
入
総
額
の
過
半
を
占
め

る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
当
時

へ
明
治

四
四
年
)
の
肥
料
の
消
費
割
合
は
骨
粉

五
四
%
、
油
粕
三
七
%
、
化
田日.†肥
料
五
%
で
あ
り
、
骨
粉
は
南
九
州
に
お

い
て
遅
効

性
肥
料
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
、
水
車
利
用
の
骨
粉
業
は
中
小
産
業
資

本
蓄
積
の
作
用
と
し
て
急
速
に
広
ま

っ
た
も

の
で
あ
り
、
当
時
は
か
な
り
の
利
益
を

得
た
と

い
わ
れ
、
「水
車
成
金
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
他
の
用
途
で
は
精
米
用
水

車
の
ほ
か
、
神
之
川
中
流

の
伊
集
院
町
麦
生
田
に
は
骨
粉
、
製
材
、
精
米
、
松
油
搾

り
の
四
種
兼
用
や
搾
油
専
用
の
水
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。

.

ね

大
隅
半
島
地
域
水
車
群

こ
の
地
域

に
は
か
な
り
多
様
な
水
車
が
み
ら
れ
る
。
揚
水
用
水
車
が
集
中
し
て
い

第5図 大隅町の揚水水車

る
の
は
菱
田
川
流
域
で
八
台
が
稼
動
し
て
い
る
。
菱
田
川
下
流
の
有
明
町
野
井
倉
に

は
直
径
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
水
車
が
五
台
あ
り
、
全
体
で
お
よ
そ

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
用
水
を
ま
か
な

い
、
さ
ら
に
上
流
の
大
隅
町
新
田
場
に
は
直
径
三

・
七
メ
ー
ト

ル
、
三

・
六
メ
ー
ト
ル
、
三

・
二
メ
ー
ト
ル
の
揚
水
水
車
三
台
が
稼
動
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
竹
や
板
切
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
素
朴
な
も
の
で
あ
る

(第
五
図
)。

ま
た
、
肝
属
川
流
域
の
串
良
町
中
山
に
は
木
製
水
車
が

一
台
あ
り
、
串
良
池
か
ら
流

れ
る
用
水
路
に
か
か

っ
て
い
る
。
五
～
八
月
ま
で
の
四
ヵ
月
間
だ
け
使
用
し
、
他

の

時
期
は
は
ず
し
て
倉
庫

に
保
管
す
る
。
そ
の
他
、
安
楽
川
下
流
の
志
布
志
町
平
城

に

も
揚
水
水
車
が

一
台
稼
動
し
て
お
り
、
約

一
〇
ア
ー
ル
の
水
田
用
水
を
ま
か
な

っ
て

い
る
。

線
香
水
車
は
高
山
町
荒
瀬
、
肝
属
川
河
口
近
く
に
直
径
八
メ
ー
ト
ル

・
幅
六
〇
セ

ン
チ
の
中
射
式
五
馬
力
の
水
車
と
直
径
四
メ
ー
ト
ル

・
幅
四
〇
セ
ン
チ
の
下
射
式
四

馬
力
の
水
車
で
営
業
を
行

っ
て
き
た
が
、
昭
和
五
四
年
ご
ろ
操
業
を
止
め
て
い
る
。

い
ず
れ
も

「胴
掲
」
で
あ
り
、
水
車
の
シ
ャ
フ
ト
が
小
屋
の
内
部
に
の
び
、
シ
ャ
フ

ト
に
取
り
付
け
ら
れ
た
腕
木
の
上
方

へ
の
回
転
に
よ
り
杵
を
持
ち
上
げ
、
杵

の
落
下

力
に
よ

っ
て
粉
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
臼
は
そ
れ
ぞ
れ

一
五
個
と
六
個
あ
る
。
水
車

の
シ
ャ
フ
ト
は
、
「ゆ
ず
」
、
ま
た
は

「か
し
」
を
、
そ
の
他
の
部
分
に
は

「松
」
を
利

用
し
て

い
る
。
仕
事
は
毎
朝
、
原
料
の

「た
ぶ
」
「杉
」
の
皮
を
臼
に
入
れ
、
翌
日
、

取
り
出
し

「ト
オ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
ふ
る
い
に
か
け
、
粉
の
大
き
さ
を
整
え
る
。
で

き
た
粉
を

「ホ
ン
コ
」
と
呼
び
、

一
つ
の
臼
で

一
昼
夜
に
八
キ
ロ
の
線
香
粉
が
製
造

で
き
た
と

い
う
。

そ
の
他
、
高
須
川
水
系
に
は
、
昭
和
初
期
に
製
紙
、
製
糸
、
澱
粉
、
焼
酎
、
製
材
、

骨
粉
等
の
工
業
用
と
し
て

一
〇
台
以
上
の
水
車
が
稼
動
し
て
い
た
が
、
現
在
は
二
台

し
か
残
存
し
な
い
。
鹿
屋
市
上
野
町
に
は
下
射
式

の
直
径
六

・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

一

●
二
メ
ー
ト
ル
と

い
う
巨
大
な
精
米
水
車
が
稼
動
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
二
年
に
電

力
に
切
り
換
え
ら
れ
、機
械
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
昭
和
五
〇
年
の
掲
き
賃
は

一

俵
五
百
円
と
格
安
で
、
六
〇
キ

ロ
の
玄
米
を
三
〇
分
で
掲
き
あ
げ
た
と

い
う
。
下
流

トー0一



第6図 鹿屋市高須の製氷水車の導入管

 

の
高
須
に
は
三
〇
馬
力
の
タ
ー
ビ
ン
水
車
が
存
在
し
、直
接
、冷
凍
機
を
稼
動
さ
せ
、
日
産

一
〇
ト
ン
の
製
氷
を
行

っ
て
い
た
が
、昭
和

五
六
年

に
ア
ン
モ
ニ
ァ
の
公
害
規
制
や
工

場
周
囲
の
道
路
事
情
が
悪
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
操
業
の
中
止
を
や
む
な
く
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
工
場
施
設
は
き
わ
め
て
大
規
模
で
、
か
り
に
モ
ー
タ
ー
で
製
氷
を
行
う

と
電
気
代
が
月
に
六
〇
万
円
程
度
か
か
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
さ
に
「省
エ
ネ
ル
ギ
ー

」

工
場
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を
放
置
す
る
に
は
惜
し
ま
れ
、
現
実
に
活
用
す

べ
き
と
思
う

(第
六
図
)。

四
、

お

わ

り

に

廃
業
の
も
の
を
含
め
て
い
る
た
め
、
す
で
に
取
り
こ
わ
さ
れ
た
水
車
も
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
)自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
出
力
も
小
さ
く
、
し
か
も
制
禦
が
む
ず
か
し
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
水
車
の
存
続
は
我
国
の
よ
う
な
資
本
主
義
の
大
工
業
化
社
会
に
お

い
て
は

一
般
に
困
難
と

い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
水
車
も
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
の

点
か
ら
は
小
規
模
動
力
と
し
て
捨

て
が
た

い
も
の
が
あ
り
、
水
車
を
単
に
歴
史
的
遺

物
と
し
て
保
存
す
る
の
み
で
は
な
く
、
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
べ
き

点
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
原
子
力
の
よ
う
な

一
点
集
中
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な

く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
分
散
化
、
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
水
車
動
力
の
利

用
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

だ
が
、
現
代
の
社
会

に
有
効
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
そ
れ
ほ
ど
水
車
か
ら
容
易
に
得

ら
れ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
利
用
の
選
択
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
ロ
ー
カ
ル

・

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
が
可
能
な
水
車
と
、
復
古
趣
味
的
視
野
か
ら
で
は
な
く
真

に
保
存
す
べ
き
水
車
と
を
区
分
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
そ
の
指
標
を
確
立
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
。
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